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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月13日(2017.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータを復号する方法であって、
　マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータの異なるレイヤのタイル境界が整列されているかど
うか及びレイヤ間予測が拡張レイヤブロックのタイル境界に沿って又はそれを横切って許
容されるかどうかを示すデータを復号することと、ここにおいて、前記タイル境界は前記
異なるレイヤのタイル間に生じ、前記タイルの各々は１つの列及び１つの行で同時に生じ
、対応するタイルのコード化ツリーブロックラスタ走査において連続的に順序づけられる
それぞれの整数個のコード化ツリーブロックを備え、前記異なるレイヤのピクチャは少な
くとも２つのタイルを含み、第１及び第２のレイヤに対するタイル境界の整列は、第１の
レイヤ内の同じタイル内にある任意の２つのピクチャサンプルに対して、第２のレイヤ内
の同一位置配置サンプルもまた、利用可能な場合、前記第２のレイヤ内の同じタイル内に
あり、前記第２のレイヤ内の同じタイル内にある任意の２つのピクチャサンプルに対して
、前記第１のレイヤ内の同一位置配置ピクチャサンプルもまた、利用可能な場合、前記第
１のレイヤ内の同じタイル内にあることを意味する、
　前記マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータの拡張レイヤタイル内の拡張レイヤブロックを
復号することと、ここにおいて、前記データが、異なるレイヤのタイル境界が整列されて
いること及びレイヤ間予測が許容されることを示すとき、前記拡張レイヤブロックを復号
することは、同一位置配置のベースレイヤブロックからのレイヤ間予測を用いないで前記
拡張レイヤブロックを復号することを備え、前記拡張レイヤタイルと前記ベースレイヤブ
ロックの両方を含むアクセス単位内の参照レイヤピクチャ内のタイル境界を横切るレイヤ
間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが前記同一位置配置のベースレイヤブロ
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ックに対して可能にされる、
　前記同一位置配置のベースレイヤブロックを復号することと、ここにおいて、前記同一
位置配置のベースレイヤブロックを復号することは、前記参照レイヤピクチャのタイル境
界を横切るレイヤ間フィルリング又は参照レイヤフィルタリングが可能にされるとき、前
記拡張レイヤブロックと並列に前記同一位置配置のベースレイヤブロックを復号すること
を備える、を備える、方法。
【請求項２】
　マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータを符号化する方法であって、
　マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータの異なるレイヤのタイル境界が整列されているかど
うか、及びレイヤ間予測が拡張レイヤブロックのタイル境界に沿って又はそれを横切って
許容されるかどうかを示すデータを符号化することと、ここにおいて、前記タイル境界は
前記異なるレイヤのタイル間に生じ、前記タイルの各々は１つの列及び１つの行で同時に
生じ、対応するタイルのコード化ツリーブロックラスタ走査において連続的に順序づけら
れるそれぞれの整数個のコード化ツリーブロックを備え、前記異なるレイヤのピクチャは
少なくとも２つのタイルを含み、第１及び第２のレイヤに対するタイル境界の整列は、第
１のレイヤ内の同じタイル内にある任意の２つのピクチャサンプルに対して、第２のレイ
ヤ内の同一位置配置サンプルもまた、利用可能な場合、前記第２のレイヤ内の同じタイル
内にあり、前記第２のレイヤ内の同じタイル内にある任意の２つのピクチャサンプルに対
して、前記第１のレイヤ内の同一位置配置ピクチャサンプルもまた、利用可能な場合、前
記第１のレイヤ内の同じタイル内にあることを意味する、
　前記マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータの拡張レイヤタイル内の拡張レイヤブロックを
符号化することと、ここにおいて、前記データが、異なるレイヤのタイル境界が整列され
ていること及びレイヤ間予測が許容されることを示すとき、前記拡張レイヤブロックを符
号化することは、同一位置配置のベースレイヤブロックからレイヤ間予測を使用すること
なく前記拡張レイヤブロックを符号化することを備え、前記拡張レイヤタイルと前記ベー
スレイヤブロックの両方を含むアクセス単位内の参照レイヤピクチャ内のタイル境界を横
切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが前記同一位置配置のベース
レイヤブロックに対して可能にされる、
　前記同一位置配置のベースレイヤブロックを符号化することとを備える、方法。
【請求項３】
　レイヤ間予測が許容されるかどうかを示す前記データが、タイル境界を横切るレイヤ間
フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが同一位置配置の参照レイヤブロックに対
して可能にされるとき、レイヤ間テクスチャ予測及びレイヤ間シンタックス予測の少なく
とも一方が、前記拡張レイヤブロックに対する前記タイル境界に沿って又はそれを横切っ
て許容されないかどうかを示す、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　異なるレイヤのタイル境界が整列されているかどうか及びレイヤ間予測が前記タイル境
界に沿って又はそれを横切って許容されるかどうかを示す前記データを復号又は符号化す
ることが、ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏｎｇ＿ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎ
ｄａｒｙ＿ｆｌａｇシンタックス要素を復号又は符号化することを備える、請求項１又は
２に記載の方法。
【請求項５】
　レイヤ間テクスチャ予測及びレイヤ間シンタックス予測が、前記タイル境界に沿って又
はそれを横切って許容されないかどうかを示す前記データを復号又は符号化することが、
ビデオユーザビリティ情報（ＶＵＩ）内の前記データを復号又は符号化することを備える
、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項６】
　レイヤ間テクスチャ予測及びレイヤ間シンタックス予測が、前記タイル境界に沿って又
はそれを横切って許容されないかどうかを示す前記データを復号又は符号化することが、
補助強化情報（ＳＥＩ）メッセージ内の前記データを復号又は符号化することを備える、
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請求項１又は２に記載の方法。
【請求項７】
　前記拡張レイヤブロックが、コード化単位（ＣＵ）及び予測単位（ＰＵ）の一方を備え
る、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項８】
　マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータを復号するための機器であって、
　マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータの異なるレイヤのタイル境界が整列されているかど
うか及びレイヤ間予測が拡張レイヤブロックのタイル境界に沿って又はそれを横切って許
容されるかどうかを示すデータを復号するための手段と、ここにおいて、前記タイル境界
は前記異なるレイヤのタイル間に生じ、前記タイルの各々は１つの列及び１つの行で同時
に生じ、対応するタイルのコード化ツリーブロックラスタ走査において連続的に順序づけ
られるそれぞれの整数個のコード化ツリーブロックを備え、前記異なるレイヤのピクチャ
は少なくとも２つのタイルを含み、第１及び第２のレイヤに対するタイル境界の整列は、
第１のレイヤ内の同じタイル内にある任意の２つのピクチャサンプルに対して、第２のレ
イヤ内の同一位置配置サンプルもまた、利用可能な場合、前記第２のレイヤ内の同じタイ
ル内にあり、前記第２のレイヤ内の同じタイル内にある任意の２つのピクチャサンプルに
対して、前記第１のレイヤ内の同一位置配置ピクチャサンプルもまた、利用可能な場合、
前記第１のレイヤ内の同じタイル内にあることを意味する、
　前記マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータの拡張レイヤタイル内の拡張レイヤブロックを
復号するための手段と、ここにおいて、前記拡張レイヤブロックを復号するための前記手
段は、前記データが異なるレイヤのタイル境界が整列されていること及びレイヤ間予測が
許容されることを示すとき、同一位置配置のベースレイヤブロックからレイヤ間予測を使
用することなく前記拡張レイヤブロックを復号するための手段を備え、前記拡張レイヤタ
イルと前記ベースレイヤブロックの両方を含むアクセス単位内の参照レイヤピクチャ内の
タイル境界を横切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが前記同一位
置配置のベースレイヤブロックに対して可能にされる、
　前記同一位置配置のベースレイヤブロックを復号するための手段とを備える、機器。
【請求項９】
　マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータを符号化するための機器であって、
　マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータの異なるレイヤのタイル境界が整列されているかど
うか及びレイヤ間予測が拡張レイヤブロックのタイル境界に沿って又はそれを横切って許
容されるかどうかを示すデータを符号化するための手段と、ここにおいて、前記タイル境
界は前記異なるレイヤのタイル間に生じ、前記タイルの各々は１つの列及び１つの行で同
時に生じ、対応するタイルのコード化ツリーブロックラスタ走査において連続的に順序づ
けられるそれぞれの整数個のコード化ツリーブロックを備え、前記異なるレイヤのピクチ
ャは少なくとも２つのタイルを含み、第１及び第２のレイヤに対するタイル境界の整列は
、第１のレイヤ内の同じタイル内にある任意の２つのピクチャサンプルに対して、第２の
レイヤ内の同一位置配置サンプルもまた、利用可能な場合、前記第２のレイヤ内の同じタ
イル内にあり、前記第２のレイヤ内の同じタイル内にある任意の２つのピクチャサンプル
に対して、前記第１のレイヤ内の同一位置配置ピクチャサンプルもまた、利用可能な場合
、前記第１のレイヤ内の同じタイル内にあることを意味する、
　前記マルチレイヤＨＥＶＣビデオデータの拡張レイヤタイル内の拡張レイヤブロックを
符号化するための手段と、ここにおいて、前記拡張レイヤブロックを符号化するための前
記手段は、前記データが異なるレイヤのタイル境界が整列されていること及びレイヤ間予
測が許容されることを示すとき、同一位置配置のベースレイヤブロックからレイヤ間予測
を使用することなく前記拡張レイヤブロックを符号化するための手段を備え、前記拡張レ
イヤタイルと前記ベースレイヤブロックの両方を含むアクセス単位内の参照レイヤピクチ
ャ内のタイル境界を横切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが前記
同一位置配置のベースレイヤブロックに対して可能にされる、
　前記同一位置配置のベースレイヤブロックを符号化するための手段とを備える、機器。
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【請求項１０】
　前記同一位置配置のベースレイヤブロックを復号又は符号化するための前記手段が、前
記参照レイヤピクチャ内のタイル境界を横切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフ
ィルタリングが可能にされるとき、前記拡張レイヤブロックと並列に、前記同一位置配置
のベースレイヤブロックを復号又は符号化するための手段を備える、請求項８又は９に記
載の機器。
【請求項１１】
　レイヤ間予測が許容されるかどうかを示す前記データが、タイル境界を横切るレイヤ間
フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが同一位置配置参照レイヤブロックに対し
て可能にされるとき、レイヤ間テクスチャ予測及びレイヤ間シンタックス予測の少なくと
も一方が前記拡張レイヤブロックに対する前記タイル境界に沿って又はそれを横切って許
容されないかどうかを示す、請求項８又は９に記載の機器。
【請求項１２】
　異なるレイヤのタイル境界が整列されているかどうか及びレイヤ間予測が前記タイル境
界に沿って又はそれを横切って許容されるかどうかを示す前記データを復号又は符号化す
るための前記手段が、ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏｎｇ＿ｔｉｌｅ
＿ｂｏｕｎｄａｒｙ＿ｆｌａｇシンタックス要素を復号又は符号化するための手段を備え
る、請求項８又は９に記載の機器。
【請求項１３】
　レイヤ間テクスチャ予測及びレイヤ間シンタックス予測が、前記タイル境界に沿って又
はそれを横切って許容されないかどうかを示す前記データを復号又は符号化するための前
記手段が、ビデオユーザビリティ情報（ＶＵＩ）内の前記データを復号又は符号化するた
めの手段を備える、請求項８又は９に記載の機器。
【請求項１４】
　レイヤ間テクスチャ予測及びレイヤ間シンタックス予測が、前記タイル境界に沿って又
はそれを横切って許容されないかどうかを示す前記データを復号又は符号化するための前
記手段が、補助強化情報（ＳＥＩ）メッセージ内の前記データを復号又は符号化するため
の手段を備える、請求項８又は９に記載の機器。
【請求項１５】
　実行されたとき、プロセッサに、本願請求項１－７に記載のいずれか一項の方法を実行
させる命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体。
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